
総　　括

2021年のJRDR年次調査結果を総括すると，わが国の慢性透析患者数は349,700人と依然として増加しているが，
その増加速度は鈍化している．透析患者数増加速度の鈍化には，高齢化に伴う死亡者数の増加が関与している可能
性がある．2021 年に透析患者数はピークを迎えるとする予測もあり，この先の患者動態を注視していきたい．透析
患者の高齢化はさらに進行し，導入患者の平均年齢は昨年に引き続き 70 歳を超え，71.09 歳，年末患者の平均年齢
も 69.67 歳であった．

原疾患においても，従来の結果と同様であった．導入患者の原疾患は，糖尿病が第 1 位，2019 年以来，腎硬化症
が第 2 位となっている．腎硬化症は導入患者・年末患者とも原疾患の割合の中で増加している．一方，導入患者に
占める糖尿病性腎症の割合は近年持続的に減少している．粗死亡率は10.4％と1983年の患者調査開始以来最も高率
であった．

わが国の透析液の生物学的水質は非常に高くJSDT基準の遵守度も高い水準を維持している．2017年から調査が
開始された化学的汚染基準については，化学的汚染物質の測定，残留塩素の測定など本学会の水質基準へのコンプ
ライアンスが徐々に向上していた．

透析モダリティについては HDF 療法の持続的な増加，PD の増加等，多様化が進んでいる．わが国の特色である
PD の併用療法の比率は約 20％であり，ここ数年変わりはない．

2021 年調査では，2011 年の東日本大震災から 10 年が経過し，災害対策調査が行われた．建物自体の耐震対策が
行われている施設の割合，震災対策の 4 原則が遵守されている施設が，東日本大震災後に増加していることが示さ
れた．新型コロナウイルス感染症については，ワクチン接種の有無が調査された．致死率はワクチン接種の有無で
大きく異なり，改めてワクチン接種の有効性が示される結果となった．また，感染者数は一般人口と同様の推移を
示した．

また，2021 年調査では，2020 年に引き続き悪性腫瘍の有病率が調査された．男性では 6.5％，女性では 5.0％の有
病率であり，2020 年末調査に比較して増加した．種類については，2020 年末調査と同様で，男性では前立腺を含む
腎・泌尿器系が，女性では乳腺内分泌系が最も多く，次いで，男女とも消化器系が第 2 位の割合を占めた．今後，
2020 年末との比較で悪性腫瘍の新規発症率が評価されるため，その結果が注目される．

2019 年から引き続き調査されている腎提供の有無について，2021 年調査では，新規に腎提供の既往ありと回答の
あった施設に問い合わせを行い厳密に調査が行われた．その結果，最終的に 115 人の患者が腎提供の既往がありと
され，昨年から 8 人増加した．これらの患者についての詳細な評価から，生体腎ドナーの健康に関するより有用な
情報が得られることが期待される．

今回，調査した新規調査項目の結果は，いずれも現在の腎代替療法における課題を明らかにした．患者背景因子
の調整による，より詳細な検討から，透析患者におけるこれらの疾患・病態の特徴が明確化されることが期待される．

最後に，新型コロナウイルス感染症対応で大変な負担があるなか，例年にもまして詳細なご回答をいただいたこ
とに対して，各ご施設の担当者の方々に深くお礼を申し上げたい．
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